
7.5 gretl による回帰分析（系列相関，不均一分散，操作変数法の例） 

 

gretl のインストール後，デスクトップに 

     

のアイコンをクリックする。 

 

● データ入力について： Excel でデータ・ファイルを作り，gretl に読み込ませる。 

 

12 月 10 日の授業の例（458 ページ，都道府県別データで消費関数の推定）を利用する。 

次の Excel ファイルのファイル名を「pref.xlsx」として保存する。HP からダウンロード可。 

gretl のデフォルトのフォルダ（Documents\gretl）に保存しているものとする。 

都道府県データで，『県民経済計算 2017 年版』から利用。 

 

 



変数名リスト： 

Ci ＝ 家計最終消費支出（1 兆円） 

Yi ＝ 県民可処分所得（1 兆円） 

Li ＝ 人口（千万人） 

i ＝ 1,2,…,n 

n ＝ 47 

 

 

 

 

 

 

 

 



gretl で「ファイル」，「データを開く(O)」，「ユーザー・ファイル(U)」とし，次の画面になる。 

 

右下の「Gretl データファイル(*.gdt, *.gdtb)」のところを「全てのファイル(*.*)」にする。 



pref.xlsx ファイルが出てくる。 

 

pref.xlsx を選択すると次の画面が出てくる。 

 



 

この場合は「OK(O)」で下の画面となる。 

 

 

今回は，クロスセクション・データなので，「いいえ(N)」を選択する。 

次の画面へ。 



 

どのようにデータが入力されているかを確かめるために，順番に「c」，「yd」，「l」をクリックしていく。 

 

 



「c」（消費）のデータ             「yd」（所得）のデータ           「l」（人口）のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このデータを用いて，不均一分散の推定，説明変数と誤差項に相関がある場合に用いる二段階最小二乗法

（two-stage least squares method）を解説する。 



今回は前述の「● 推定方法 その２」の画面下の左から 3 番目の「 」（「gretl コンソールを開く」）を利

用する。 

 

● 不均一分散について： 

 

はじめに，Ci＝α＋βYdi＋ui を推定する。 

「?」のあとに「ols c const yd」とタイプする（色は自動的につく）。 

次の推定結果となる。 



 

残差が人口（Li）に依存するかどうかを検定する。直前の推定式からの残差は「$uhat」で表される。 

残差の二乗は「$uhat^2」と表され，「u2」という変数を定義して，「u2」に「$uhat^2」を代入する。 

「?」のあとに，「genr u2=$uhat^2」とタイプする。同様に，Liの二乗を作るために，「genr l2=l^2」として，

「l2」を定義する。 

このように，変数を定義した上で，̂ i
2＝α＋βLi

2＋ui を推定するために「ols u2 const l2」とタイプする。 u



次の推定結果となる。 

 

l2 の係数推定値の t 値は大きく，Li
2が ^i

2に影響していることは明らか。 

すなわち，uiの分散は不均一という結果になる。 

したがって，最初の「ols c const yd」とタイプして得られた推定結果は，係数の標準誤差，t 値，p 値，回

帰式の標準誤差などどの推定値も正しく推定されていないことになる。 

そのため，これらの推定結果を使って，係数の信頼区間，仮説検定などは正しくできない。 

u



正しい推論ができるようにするために，定数項も含めて，Ci，Ydiを Liで割って，推定し直す。 

Ci
*＝Ci/Liを「cl」，Ydi

*＝Ydi/Liを「ydl」，Li
*＝1/ Liを「l1」として変数を，「genr コマンド」を使って定義

しなおす。 

Ci
*＝αLi

*＋βYdi
*＋ui

* を推定するために，「ols cl l1 ydl」とタイプする（「const」を含めない）。 

 



「l1」の係数がもともとの回帰式の定数項α，「ydl」の係数が傾きβに相当する。 

上記結果を用いて，α，βの信頼区間，仮説検定が正しくできるようになる。 

一般的に，もともとの回帰式の傾きβの推定値の標準誤差は大きくなる傾向が強い（0.0104352 から

0.0136731 へ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



● 二段階最小二乗法（操作変数法の一つ）について： 

 

実は，Ci＝α＋βYdi＋ui の推定は問題があって，説明変数 Ydiと誤差項 ui には相関がある。 

説明変数と誤差項に相関がある場合，α，βの推定量は不偏推定量にも一致推定量にもならない。 

 

まず，説明変数 Ydiと誤差項 ui には相関があることを示す。 

「可処分所得（Ydi）＝消費（Ci）＋貯蓄（Si）」が成り立つ。 

 

(*) 可処分所得とは，労働の対価として得た給与やボーナスなどの個人所得から，支払い義務のある税金や

社会保険料などを差し引いた，残りの手取り収入のこと。個人が自由に使用できる所得の総額。 

 

Ydiに Ciが含まれるため，Ydiは uiに依存することになる。 

したがって，説明変数 Ydiと誤差項 uiには相関がある。 

 



＾ 

Ci＝α＋βYdi＋ui を正しく推定するためには（α，βの一致推定量を得るためには），操作変数法を用いる

必要がある。 

代表的な操作変数法として，二段階最小二乗法がよく用いられる。 

Zi＝Ydi（Ydiの予測値）を操作変数として用いる。 

Ydi＝γ0＋γ1Li＋vi を最小二乗法で推定して，Ydiの予測値を求める。 

 

以上を，gretl で表すと，「tsls c const yd; const l」とタイプする。 

 

tsls ＝ 二段階最小二乗法（two-stage least squares method） 

セミコロン「；」以下の変数は，「；」以下の変数を用いて説明変数の予測値を求めて，その予測値を操作変

数として用いるという意味である。 

 

結果は次の通り。 



 

 

 



モデル 3: 二段階最小二乗法(2SLS), 観測: 1-47 
従属変数: c 
内生変数(instrumented): yd  
操作変数: const l  
 
               係数      標準誤差      t 値        p 値    
  ------------------------------------------------------ 
  const      −0.159527   0.175057    −0.9113   0.3670    
  yd          0.637951   0.0110454   57.76     7.41e-044 *** 

 

基本的には，推定結果の上記の部分がわかっていれば，全く問題ない。 

 

「従属変数」＝「被説明変数」 

「内生変数」＝「説明変数の中で誤差項と相関のある変数」 

「操作変数」＝この場合は，「const，l を説明変数として，yd の予測値を求める」という意味 

係数，標準誤差，t 値，p 値は今までと同じ。 

 

 

 



推定 その２（不均一分散＋二段階最小二乗法）： 

Ci＝α＋βYdi＋ui について，uiの分散は Liに依存して不均一という結果が得られたので，データを変換し

て，Ci
*＝αLi

*＋βYdi
*＋ui

* を二段階最小二乗法で推定する。 

それぞれの記号は，Ci
*＝Ci/Li，Li

*＝1/ Li，Ydi
*＝Ydi/Li，ui

*＝ui/Liである。 

変換した変数に関しても，Ydi
*と ui

* は相関がある。 

 

(*) なぜなら，Ydi
*は Ydiの関数で，Ydiは Ciに依存し，Ciは uiに依存する。 

結果として，Ydi
*は uiの関数となっている。 

ui
* は uiの関数であり，Ydi

*と ui
* はともに同じ確率変数 uiを含んでいる。 

したがって，Ydi
*と ui

* は相関がある。 

 

Ci
*＝Ci/Liを「cl」，Ydi

*＝Ydi/Liを「ydl」，Li
*＝1/ Liを「l1」とそれぞれ変数を定義しているので， 

「tsls cl l1 ydl; const l1 l」 

として，推定結果が得られる。 



 



＾

＾ ＾ 

 

モデル 2: 二段階最小二乗法(2SLS), 観測: 1-47 
従属変数: cl 
内生変数(instrumented): ydl  
操作変数: const l1 l  
 
               係数      標準誤差     t 値        p 値    
  ----------------------------------------------------- 
  l1         −0.179116   0.0662284   −2.705   0.0096    *** 
  ydl         0.634558   0.0140590   45.14    4.05e-039 *** 

 

 

この場合も同様に，推定結果の上記の部分がわかっていれば，全く問題ない。 

 

(*) 二つの説明変数 l1，ydl をそれぞれ const，l1，l で回帰させて，それぞれの予測値を操作変数として

用いるというものである。 

すなわち， 

・Li
*＝γ0＋γ1Li

*＋γ2Li＋vi を最小二乗法で推定し，Li
*の予測値 Li

*を求める（この場合，Li
* ＝Li

*）。 

・Ydi
*＝δ0＋δ1Li

*＋δ2Li
*＋wi を最小二乗法で推定し，Ydi

*の予測値 Ydi
*を求める。 



＾ 

となる。 

 

Li
* ＝Li

*の理由： 

最小二乗法によると残差平方和を最小にするようなパラメータの推定値が得られる。 

γ0＝0，γ1＝1，γ2＝0 とすれば，残差はゼロになる（残差平方和もゼロ）。 

 

(*) 説明変数にある変数を操作変数に使う場合は，その説明変数は誤差項とは相関がないと仮定しているこ

とに等しい。 

 

 

 

 

 

 


